
第 254 回医学部倫理委員会会議記録の概要 

 

日  時  令和 5年 6月 29 日（木）15 時～16時 30 分 

場  所  医学部キャンパス 管理棟 2階中会議室 Web 会議 

出 席 者  山縣委員長、中本、坂井、秋葉、星合、香川、齋藤、永淵、中村、名取、若尾の

各委員 

欠 席 者  市川、桐戸、三井、櫻井、吾妻、松下、石山、水野の各委員 

陪 席 者  なし 

事 務 局  小林、小宮山、小林（有）、島崎（総務課） 

 

議  事 

１． 倫理審査(新規) 

CS0030 研究代表者 安達 登（法医学） 

       新規 

    課題名「DNA 鑑定によって越後長岡藩・牧野家の家系図を検証する」 

    第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、審査の結果「継続審査」となった。 

 

CS0029 研究代表者 原井 望（糖尿病・内分泌内科学） 

新規 

課題名「糖尿病・糖尿病予備軍の早期発見・診断、糖尿病治療の中断予防および歯科 

における観血的治療時の合併症予防を目的とした歯科医院受診時における血糖値測

定 

    第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、審査の結果「継続審査」となった。 

  

２．定期報告 

2000 研究責任者：山縣然太朗（社会医学） 

進捗 

課題名「エコチル調査における 6歳児の発達の検討」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2226 研究責任者：三井貴彦（泌尿器科学） 

進捗 

課題名「日本の高リスク転移性ホルモン療法感受性前立腺癌患者の臨床転帰を観察す

るレジストリ試験」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2444 研究責任者：犬飼岳史（小児科学） 

進捗 

課題名「小児思春期・若年成人リンパ腫に対する前方視的観察研究 （JCCG PL-19)」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2030 研究責任者：犬飼岳史（小児科学） 

進捗 

課題名「初診時血清診断による神経芽腫の無治療経過観察研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 



2245 研究責任者：川村龍吉（皮膚科学） 

進捗 

課題名「薬疹の遺伝子多型解析」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2218 研究責任者：山縣然太朗（社会医学） 

進捗 

課題名「エコチル調査 8歳学童期総合健診の採取検体を用いた遺伝子解析」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2215 研究責任者：矢ヶ崎英晃（小児科学） 

進捗 

課題名「山梨県における小児 1型糖尿病発症患者の全数把握調査」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2431 研究責任者：吉澤邦夫（歯科口腔外科学） 

進捗 

課題名「難治性口腔粘膜炎および掌蹠膿疱症における金属・歯科材料アレルギーの関

連性の検討」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

1655 研究責任者：杉浦篤志（総合分析実験センター） 

進捗 

課題名「医学標本館における AR を用いた見学支援システムの開発」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2427 研究責任者：安達 登（法医学） 

進捗 

課題名「法医剖検例の形態，遺伝子診断」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2451 研究責任者：榎本信幸（消化器内科学） 

進捗 

課題名「切除不能肝細胞癌患者に対する Atezolizumab＋Bevacizumab 併用療法の多施

設共同前向き観察試験」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2238 研究責任者：河口賀彦（外科学第一） 

進捗 

課題名「再発高リスク消化管間質腫瘍に対する完全切除後の治療に関する研究(STAR 

ReGISTry)の追跡調査」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2409 研究責任者：前川伸哉（肝疾患センター） 

進捗 

課題名「非アルコール性脂肪性肝疾患における遺伝子変異の検討」 



第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

2403 研究責任者：前川伸哉（肝疾患センター） 

進捗 

課題名「C型肝硬変治療後の病態変化を規定する宿主・ウイルス因子の検討 (茶山班: 

C 型肝炎ウイルス排除後の病態と予後を規定する因子に関する研究)」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

C0026(2027) 研究責任者：川村龍吉（皮膚科学） 

進捗 

課題名「新規乾癬患者の疫学調査」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、進捗状況を報告した。 

 

３. 終了報告 

2165 研究責任者：佐藤金夫（臨床研究連携推進部） 

終了 

課題名「抗血小板薬の薬効モニタリングと副作用との関連を解析する観察研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

C0012 研究責任者：川島一郎（血液・腫瘍内科学） 

終了 

課題名「アグレッシブ ATL の予後に影響する因子について検討する他施設共同前向き

観察研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2484 研究責任者：四條泰陽（眼科学） 

終了 

課題名「Drusenoid PED の臨床学的特徴と長期経過の検討」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2125 研究責任者：原 順一（検査部） 

終了 

課題名「赤血球製剤輸血後の赤血球不規則抗体発現に関する共同研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

NR007 研究責任者：井上修（感染制御部） 

終了 

課題名「日本の医療機関における針刺し切創事例の収集と予防策の検討」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2326 研究責任者：米山征吾（眼科学） 

終了 

課題名「家族歴のある滲出型加齢黄斑変性の遺伝的特徴」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2425 研究責任者：八木 貴（脳神経外科学） 



終了 

課題名「脊髄髄内腫瘍の治療成績と予後改善因子の解明」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

1781 研究責任者：安達 登（法医学） 

終了 

課題名「プロテオミクスとホルモン分析による古人骨の妊娠出産診断法の開発」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2580 研究責任者：菊島 渉（眼科学） 

終了 

課題名「中期加齢黄斑変性から後期加齢黄斑変性への進行の危険因子」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

1896 研究責任者：木内博之（脳神経外科学） 

終了 

課題名「原発性悪性脳腫瘍患者に対する標準治療成績を調査するコホート研究（MG-

Control study）」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2342 研究責任者：岩野智彦（看護学） 

終了 

課題名「マルチオミクスを基盤とした膵がんスクリーニングおよび治療効果予測法確

立に関する多施設共同観察研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2053 研究責任者：前川伸哉（看護学） 

終了 

課題名「非代償期 C 型肝硬変患者におけるインターフェロン・フリー治療の長期予後

効果」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

2128 研究責任者：矢ヶ崎英晃（新生児集中治療部） 

終了 

課題名「新生児低酸素性虚血性脳症の生物学的マーカーの臨床応用に向けた研究」 

第 254 回倫理審査委員会（2023.6.29）にて、終了報告を行った。 

 

４. 迅速審査報告 

2202 研究責任者：横道洋司（疫学・環境医学講座） 

変更 

課題名「北海道内で 15歳未満発症 1型糖尿病小児の長期予後に関する研究」 

第 360 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.10）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

1609 研究責任者：後藤美和（小児科学） 

変更 



課題名「腎疾患における原因遺伝子の検索」 

第 360 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.10）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2696 研究責任者：後藤美和（小児科学） 

新規 

課題名「小児期 IgA 腎症や他の腎炎における尿中 galactose-deficient IgA1 の変動」 

第 360 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.10）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2673 研究責任者：小林美亜（病院経営管理部） 

新規 

課題名「人工知能学に基づく認知症ケアの実践知を学ぶプログラムの開発と効果検証」 

第 361 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.16）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2691 研究責任者：高田ひとみ（消化器内科学） 

新規 

課題名「一分子シークエンスを用いた B型肝炎難治例の病態解明」 

第 361 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.17）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2358 研究責任者：中込大樹（リウマチ膠原病内科学） 

変更 

課題名「全身性エリテマトーデス患者の経時的な血中および尿中のサイトカインプロ

ファイルと臨床病型、病勢指標との関連解析」 

第 361 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.19）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2406 研究責任者：宮村季浩（看護学） 

変更 

課題名「育児中の看護師のキャリア形成に対する認識と看護管理者の支援の実態」 

第 361 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.22）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2666 研究責任者：渡邉慎太郎（精神神経医学） 

新規 

課題名「当院における研修医バーンアウトの実態について」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.31）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2687 研究責任者：莊司智和（薬剤部） 

新規 

課題名「日本の医療施設におけるオピオイド消費量調査方法の検討」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.26）にて、承認となったことを報告し

た。 



 

2688 研究責任者：莊司智和（薬剤部） 

新規 

課題名「機械学習を用いた薬剤耐性菌の発生予測モデル構築」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（202.5.26）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2029 研究責任者：河口賀彦（外科学第一） 

変更 

課題名「上部消化管がんにおける臨床病理学的因子と長期成績との関連性についての

検討」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.31）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

1568 研究責任者：高野伸一（消化器内科学） 

変更 

課題名「10mm 未満膵嚢胞性病変の多施設前向き研究：すべての膵嚢胞性病変は積極的

な管理を必要とするのか？」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.31）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2198 研究責任者：三井貴彦（泌尿器科学） 

変更 

課題名「日本語版 Bladder Cancer Index(BCI)を用いた膀胱がん術前後の QOL を評価

する多施設共同前向き観察研究」 

第 362 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.31）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

2389 研究責任者：中村貴光（循環器内科学） 

変更 

課題名「レセプトおよび DPC データを用いた循環器疾患における医療の質の向上に資

する研究」 

第 363 回医学部倫理委員会(迅速審査)（2023.5.31）にて、承認となったことを報告し

た。 

 

５. 委員会審査（再申請）結果報告 

CS0028 研究責任者：黒木健志 (循環器内科学) 

    新規 

    課題名「灌流効率に優れる flexible tip カテーテルを使用した心房細動アブレー 

ション -複数の出力設定による多施設・無作為化比較試験」 

    「継続審議」で再申請のあったものを第 252 回倫理審査委員会にて、承認したこと

を報告した。 

 

CS0024 研究責任者：土屋恭一郎 (糖尿病・内分泌内科学) 

    新規 

    課題名「２型糖尿病患者に対するピアサポート型習慣化アプリ介入による HbA1c 改



善効果の検証」 

    「継続審議」で再申請のあったものを第 252 回倫理審査委員会にて、承認したこと

を報告した。 

 

６. その他 

   令和 5 年 6 月 23 日(金)・24 日(土)に本学が当番大学として、山梨県立図書館で開催

した第 67回医学系大学倫理委員会連絡会議学術集会(LAMSEC)について、山縣委員長から

報告があった。 

 


